
令和３年度第１回 那珂市子ども・子育て会議 会議録 

 

１ 日 時 令和３年５月１３日(木)午前１０時００分から午前１１時１３分まで 

２ 場 所 那珂市役所本庁舎４階 庁議室 

３ 出席者 

（１）委員 

清水悦子委員、大和田優委員、加藤智惠子委員、岩上賀子委員、 

山田日出美委員、萩谷美登里委員、筒井かよ子委員、長山芳子委員、 

渡邉ひとみ委員、 沢香菜子委員、平野道代委員、平野敦史委員、 

小橋聡子委員 

（２）事務局等 

こ ど も 課 課長 加藤裕一、課長補佐（総括） 住谷孝義、課長補佐 子育

て支援グループ長 岡本奈織美、課長補佐 保育グループ長 水

野厚子、主幹 野上涼、主事 小林加奈 

    学校教育課 課長 会沢実 

４ 欠席者 山田義文委員、小田倉いずみ委員 

５ 会議内容 

（１）開会 

○住谷課長補佐（総括） 

定刻より若干早いんですけれども、委員の皆様おそろいになりましたので、 

会議のほうを始めたいと思います。 

それではただいまから、那珂市子ども・子育て会議を開催いたします。な

お、この会議の会議録等につきましては、今まで同様公表をさせていただい

ておりますので、よろしくお願いします。 

質疑等がある場合には、委員の皆様の前にマイクがあると思いますので、

発言するときには、紫色のボタンがありますので、ボタンを押した上で発言

のほうをよろしくお願いいたします。 

また本日委員の中でですね、小田倉様と山田義文様のほうから欠席の連絡

をいただいております。なお、出席者は半数以上となっておりますので、那

珂市子ども・子育て会議条例第６条の規定により、会議は成立していること

を報告させていただきます。 

今回は、令和３年度第１回目の会議となりますので、今年度より新たに委

員となりました方もいらっしゃいますので、初めに、自己紹介のほうをして

いただきたいと思います。 

 

（自己紹介）清水委員、大和田委員、加藤委員、岩上委員、山田(日)委員、

萩谷委員、筒井委員、長山委員、渡邉委員、 沢委員、 

平野(道)委員、平野(敦)委員、小橋委員 

ありがとうございました。 

次に事務局の紹介をします。 



（こども課）加藤課長、岡本課長補佐、水野課長補佐、野上主幹、 

小林主事、住谷総括 

また、オブザーバーとして学校教育課の会沢課長が出席しております。 

（学校教育課）会沢課長 

 

（２）委嘱状交付 

○住谷課長補佐（総括） 

続きまして次第２委嘱状交付に入りたいと思います。 

委嘱状交付につきましては、市長が直接お渡しすべきところではございま

すが、本日は市長不在のため、交付式については割愛させていただきまして、

委嘱状につきましては新しい委員さんの皆様のお手元にお配りしましたので、

お名前を確認していただいて、交付ということでご了承をお願いしたいと思

います。 

（３）会長あいさつ 

〇住谷課長補佐（総括） 

続きまして次第３の会長挨拶ですが、清水会長よりご挨拶をお願いいたし

ます。 

○清水会長 

（会長あいさつ） 

○住谷課長補佐（総括） 

ありがとうございました。 

協議事項のほうに入る前に、資料の確認をしたいと思います。 

（資料の確認） 

それではおそろいのようなので進めさせていただきます。 

（４）協議事項 

○住谷課長補佐（総括） 

次第４の協議事項に入りたいと思います。ここからの議事につきましては、

那珂市子ども・子育て会議条例第６条の規定により清水会長にお願いいたし

ます。 

○清水議長  

それでは議長を務めさせていただきます。円滑に進みますようご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

まず、協議事項に入らせていただきます。 

（１）こども課組織改編について及び（２）那珂市低所得の子育て世帯に

対する子育て世帯生活支援特別給付金支給事業についての２件について、一

括して事務局よりご説明をお願いいたします。 

○岡本課長補佐 

（資料１および資料２の説明） 

○清水議長 

それでは、質疑に入りたいと思います。委員の皆さんでご質問があればお



願いいたします。 

○清水議長 

１点ちょっとお伺いしたいんですが、平野委員、すいません。 

実際どの程度新型コロナウイルスの影響で相談件数が増えてるなというふ

うに感じていらっしゃるか。実感がありましたらお話くださればと思います。 

○平野（道）委員 

家庭児童相談室に、新型コロナの影響で相談という限定になりますと、数

のほうは若干少ないのかなとは思っております。ただ、それによって、母子

家庭の方が特に収入が減ってしまった。それから、いろんな環境で精神的に

追い詰められてしまって、母親が働けなくなってしまった。そういうことに

関して、収入がないと子どもたちが食事が食べられない、学費が出ない。そ

ういう相談等入ってきていることは事実です。 

それがどのぐらいなのかなっていうことで見ますと、今のところ１０人ぐ

らいはいるのかなとは思っております。 

ただ、相談の中でよくこう掘り下げて聞いていくと、もしかしたら、もっ

ともっと実はっていうところも出てくるのかなと考えているところです。こ

れからまた、相談業務のほうで話をよく聞いて、何らかの方法というか、私

ども相談を受けて、どういうところにつないでいきましょう、社協さんにつ

ないでいきましょうとか、民生委員さんにご協力をお願いしたりですとか、

そういうところにつないで、なるべく安心して生活ができるように支援をし

ていってあげるような体制を整えていければいいなと考えているところです。 

  〇清水議長 

  ありがとうございます。他ご意見いかがでしょうか。 

特にないようでしたら続きまして、（３）那珂市保育所設置・運営者募集要

項（案）について、事務局から説明をお願いします。 

○水野課長補佐 

    （資料３の説明） 

○清水議長 

ありがとうございます。それでは質疑に入りたいと思います。委員の皆様

で、ご質問ある方、よろしくお願いいたします。 

○小橋委員 

ちょっと確認で、私説明を聞き損ねたかもしれないんですけど、資料３の

１の２番の保育施設整備についての選定についてのところに、上の地域型保

育事業は０～２歳まで１９人なので、要綱のほうも１９人なんですけど、次

の既存施設の増園・分園は、資料３の１では３０人だけど要綱は２９となっ

てます。何かあるのですか。 

○水野課長補佐 

    すいません、運営については、原則３０人未満という決まりがありまして、

本来であれば２９人が正しくなります。 

○清水議長 



他はいかがでしょうか。 

１点すいません、私のほうから申し訳ないですけれども、選定事業所の件

数についてなんですが、先ほど上位２件を採用するという形でお話いただい

ていましたけれども、運営の場合は定員が２９名ということで１施設で、小

規模保育事業のＡ型の場合は２施設ということになっていますけれども、純

粋にその点数で判断した場合に、上位２組がもし小規模保育事業が１番点数

が高く、次が分園だった場合には、どのようなご判断をされる予定でいらっ

しゃいますでしょうか。 

○水野課長補佐 

  １位が小規模保育で、２位が増築・分園のときにもその２か所を選定した

いなと考えております。 

○清水議長 

そうすると、定員数自体は小規模が１９名で、運営型のほうが２９名とい

うことで予定してたよりも多くなるというかたちでよろしいか。 

○水野課長補佐 

事務局のほうとしましては、短期的な方向として、小規模２か所または分

園・増築１か所っていうことで見出したところなので、中長期的な部分で見

ますと、やはり０から２歳児の低年齢児の受入れ枠というのがそもそも少な

いので、大きい枠で選定するのは将来的なところを見ればいいのではないか

ということで、２事業所を選定したいと考えています。 

○清水議長 

はい、ありがとうございます。 

他いかがでしょうか。 

ご質問等なければ、進めさせていただきたいと思っておりますけれども、

大丈夫でしょうか。 

それでは、那珂市保育所設置運営者募集要項案についての説明は以上とな

ります。 

以上をもちまして、協議事項については終了いたします。では、事務局の

ほうに戻します。 

（５）その他 

○住谷課長補佐（総括） 

続きまして会議次第５その他でございます。事務局より報告がございます。 

○野上主幹 

 （参考資料１～３の説明） 

  〇小林主事 

    （参考資料４～６の説明） 

  〇会沢課長 

    （参考資料７の説明） 

○住谷課長補佐（総括） 

ありがとうございました。 



ただいまの報告内容につきまして、ご質問等ございますでしょうか。 

ないようでしたらその他のほうを終了といたします。 

以上をもちまして本日の議事は全て終了いたしました。長時間にわたる慎

重なご審議、ご協議大変ありがとうございました。 

委員の皆様につきましては、今後とも協力ご指導のほどよろしくお願いい

たします。 

なお、次回のこの会議の日程ですけれども、会議の日程が決まり次第、通

知させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、那珂市子ども・子育て会議を閉会といたします。皆様大変お疲

れさまでございました。 

気をつけてお帰りください。ありがとうございました。 


